
教科名 技術・家庭科 学年 第３学年 塙  豊 

 

≪学習目標≫ 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して、
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。 

 

≪年間授業実施計画≫ 

月 単元名・教材名等 学習内容・項目等 学習ポイント・その他 
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〇情報の技術 

 

 

・コンピューター実習 

・情報モラルの必要性について

知る。 

・情報社会で人権などの権利を

尊重する必要性を考える。 

・身の回りの機器が、コンピュ

ーターによって計測・制御され

ていることに気付く。 

・コンピューターを用いた計

測・制御の基本的な仕組みを知

ることができる。 

・計測・制御の条件に合うプロ

グラムを作成することができ

る。 

・情報に関する技術が、社会や

環境に果たしている役割と影

響について理解を深める。 

・情報に関する技術を評価し、

適切な管理・運用の在り方や新

たな発想に基づく改良と運用

について主体的に考える。 

・技術分野での問題解決を振り

返り、私たちの未来について考

える。 

・コンピューターによる製作品

ができる。 

・デジタルでの作品データの提

出ができる。 

・情報モラルの理解を深めるこ

とができる。 

・生活の中で計測・制御システ

ムが利用されていることにつ

いて知る。 

・計測・制御システムの仕組み

や各要素のはたらきについて

知る 

・プログラムによる模型の制御

を行う。 

・情報の技術の学習をふり返

る。 

・情報の技術の役割と課題、こ

れからの社会について考える。 

・３年間の技術の学習を振り返

る。 

・技術の工夫・創造と未来につ

いて考える。 

 

 



≪評価の観点および具体的な評価方法≫ 

観点１「知識・技能」 観点２「思考・判断・表現」 観点３「主体的に学習に取り組む態度」 

評価の観点 具体的な評価方法 

観点１ 

・学習内容に関する定期テスト Ａ評価→４０点以上  

Ｃ評価→１９点以下（５０点満点） 

・製作品 Ａ評価→プログラムのフローチャートが書ける。 

         課題に沿ったデジタル作品ができる。 

     Ｃ評価→未完成、未提出 

観点２ 

・製作品のデジタルデータによる提出ができる。 

・プログラムにより工夫ある作品を完成させることができる。 

観点３ 

観点１から観点２を並べて 

ＡＡ ＢＡ （ＡＢも可能性はあります）→Ａ評価  

ＡＢ ＢＢ ＣＢ ＣＡ→Ｂ評価 

ＢＣ ＣＣ ＡＣ→Ｃ評価 

＊家庭分野の成績と合わせて「技術・家庭」の成績が出ます。 

 

≪教科の約束事≫ 

・２週間に１時間しかありません、忘れ物をしないように気をつけましょう。 

・故障や破損になると実習ができません。タブレットは丁寧に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科名 技術・家庭（家庭分野） 学年 第３学年 中山 もも 

 

≪学習目標≫ 

○生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を見つけるようにする。 

○生活について見直し、これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。 

○よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

 

≪年間授業実施計画≫ 

月 単元名・教材名等 学習内容・項目等 学習ポイント・その他 

一 

学 

期 

＆ 

二 

学 

期 

＆ 

三 

学 

期 

A 家族・家庭生活 

幼児の生活と家族 

幼児とのかかわり 

家庭生活と地域のかかわり 

持続可能な家庭生活 

 

・幼児のころと今の自分 

・幼児の体の発達 

・幼児の心の発達 

 

 

 

 

 

 

・発達にとってのおとなの役割 

・遊びが必要なわけ 

・遊びを支える環境 

・幼児の遊び道具の製作 

・幼児ふれあい体験 

 

 

 

 

 

・子どもの成長と地域 

・多様な人びとが暮らす地域 

・地域に暮らす高齢者 

・持続可能な家庭生活をめざして 

 

 

 

○自分の成長や生活は、家族やそ

れにかかわる人々に支えられてき

たことに気付く。 

○幼児の心身の発達の特徴の一般

的な傾向を理解し、個人差がある

ことが分かる。 

○幼児の発達にとって環境が大き

な影響を与えることを理解する。 

 

○幼児の遊びの意義がわかる。 

○幼児の発達を考えた遊び方を考

えることができる。 

〇幼児との関わり方について、実

践を評価したり、改善したりして

いる。 

 

 

 

 

○幼児の発達と家族のかかわりに

ついてまとめることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪評価の観点および具体的な評価方法≫ 

観点１「知識・技能」 観点２「思考・判断・表現」 観点３「主体的に学習に取り組む態度」 

評価の観点 具体的な評価方法 

観点１ 
「定期テスト、レポート、学習過程における技能の習熟状況、完成した作品」な

どを評価します。 

観点２ 
「授業時のグループでの話し合い、プリントの内容、振り返りシート」など多面的

に評価します。 

観点３ 
「作業や実習、毎時間の学習への取組状況、作品の提出状況、家庭での実践記

録」など多面的に評価します。 

 

≪教科の約束事≫ 

教科の約束事 

○２週間に１度の授業なので、集中して授業を受けましょう。 

○教科書・技術家庭ノート・ファイルなどの勉強用具は絶対に忘れないようにしてください。 

○触れ合い体験などの実践的・体験的な学習活動を行います。 

○授業で学んだことを生かし、自立する力をつけるために、学習した内容を家庭で実践するよ

うにしましょう。 

 

 


